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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，日本ねじ研究協会

（JFRI）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべき

との申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。 

これによって，JIS B 1052-2:2009 は改正され，この規格に置き換えられ，また，JIS B 1052-6:2009 は廃

止され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS B 1052 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS B 1052-2 第 2 部：強度区分を規定したナット－並目ねじ及び細目ねじ 
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日本工業規格          JIS 
 B 1052-2：2014 
 (ISO 898-2：2012) 

炭素鋼及び合金鋼製締結用部品の機械的性質－ 

第 2 部：強度区分を規定したナット－ 

並目ねじ及び細目ねじ 

Mechanical properties of fasteners made of carbon steel and alloy steel- 

Part 2: Nuts with specified property classes- 

Coarse thread and fine pitch thread 

 

序文 

この規格は，2012 年に第 3 版として発行された ISO 898-2 を基に，技術的内容及び構成を変更すること

なく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格にはない事項である。 

 

1 適用範囲 

この規格は，10 ℃～35 ℃の環境温度範囲で試験を行ったときの炭素鋼及び合金鋼製のナットの機械的

及び物理的性質について規定する。この規格の要求事項に適合するナットは，環境温度範囲で評価するの

で，高温及び／又は低温では，規定の機械的及び物理的性質を満足しないことがある。 

注記 1 この規格で規定するナットは，－50 ℃～＋150 ℃の温度範囲で使用する。－50 ℃より低い

温度及び＋150 ℃を超えて＋300 ℃までの温度範囲については，個々の適用状況に対して適

切な選択を行うために，締結用部品の材料の専門家からの助言を受けることを推奨する。 

注記 2 低温及び高温における鋼材の選択及び適用に関する情報は，例えば EN 10269，ASTM F2281

及び ASTM A320/A320M から得ることができる。 

この規格は，次の条件のナットに適用する。 

－ 炭素鋼及び合金鋼製のもの 

－ M5～M39 の並目ねじ及び M8×1～M39×3 の細目ねじのもの 

－ JIS B 0205-1 による一般用メートルねじのもの 

－ JIS B 0205-2 及び JIS B 0205-3 による呼び径とピッチとの組合せのもの 

－ 保証荷重試験力を含む強度区分を規定したもの 

－ 異なるスタイルのナット［低ナット（スタイル 0），並高さナット（スタイル 1），高ナット（スタイル

2）］のもの（4.1 参照） 

－ ナットの高さ m が 0.45D 以上のもの 

－ 丸ナットの外径又は二面幅 s が 1.45D 以上のもの（附属書 A 参照） 

－ JIS B 1051 による強度区分をもつおねじ部品と組み合わせるもの 

溶融亜鉛めっきを施したナットについては，JIS B 1048 を参照。 


